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野村ファンドラップ オルタナティブ  

グローバル・アセット・モデル 
償還運用報告書(全体版) 

 
第26期（償還日2019年７月５日） 

 
作成対象期間（2019年１月22日～2019年７月５日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
このたび、約款の規定にもとづき償還決算を行い、償還価額が決定いたしました。 
ここに設定日から償還までの運用経過をご報告いたしますとともに、ご愛顧に対し厚く御礼
申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合／特殊型（絶対収益追求型） 
信 託 期 間 2019年７月５日をもちまして繰上償還いたします。（設定日2006年10月４日） 

運 用 方 針 

グローバル・アセット・モデル・ファンド マザーファンド（以下「マザーファンド」といいます。）受益証券および短期有価証券を主
要投資対象とし、日本円の短期金利水準を上回る収益の獲得を目指して積極的な運用を行うことを基本とします。 
マザーファンド受益証券への投資比率は信託財産の純資産総額の概ね60％程度、短期有価証券等（短期金融商品を含む）への投資比率
は信託財産の純資産総額の概ね40％程度に維持することを基本とします。 

主な投資対象 

野村ファンドラップ オルタナティブ  
グローバル・アセット・モデル 

マザーファンドの受益証券および短期有価証券を主要投資対象とします。 

マザーファンド 
内外の短期有価証券を主要投資対象とし、世界主要国の株価指数先物取引および債券先物取引を主要取引対
象とし、為替予約取引等も積極的に活用します。 

主な投資制限 
野村ファンドラップ オルタナティブ  

グローバル・アセット・モデル 
外貨建て資産への実質投資割合には制限を設けません。 

マザーファンド 外貨建て資産への投資割合には制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、原則として経費控除後の繰越分を含めた配当等収益と売買益等から基準価額水準等を勘案して分配します。 
留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。 

 

 



品 名：90001_140378_026_05_野村ファンドラップ オルタナティブ グローバル・アセット・モデル_781465.docx 

日 時：2019/8/30 10:38:00 

ページ：1 

 

－ 1 － 

野村ファンドラップ オルタナティブ グローバル・アセット・モデル

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

ベ ン チ マ ー ク 
日本円１ヵ月LIBOR 

株  式 
組入比率 

株  式 
先物比率 

債  券 
組入比率 

債  券 
先物比率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 銭 円 ％ ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 

22期(2017年７月20日) 10,259    20 0.4 △0.01 － 3.8 － △4.0 35,093 

23期(2018年１月22日) 10,299    20 0.6 △0.02 － 8.0 － △8.0 18,551 

24期(2018年７月20日) 10,201    20 △0.8 △0.03 － △0.7 － 0.7 749 

25期(2019年１月21日) 10,503    80 3.7 △0.05 － 0.6 － △0.5 1 

(償還時) (償還価額)         

26期(2019年７月５日) 10,483.73 － △0.2 △0.05 － － － － 1 
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記

載しております。 

＊株式先物比率、債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

＊ベンチマークは、日本円１ヵ月LIBOR（London Inter-Bank Offered Rate）です。当社が独自に累積再投資して算出しております。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 

日本円１ヵ月LI B O R 
株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 銭 ％ ％ ％ ％ ％ ％ 

2019年１月21日 10,503    － － － 0.6 － △0.5 

１月末 10,553    0.5 △0.00 － 4.3 － △4.4 

２月末 10,549    0.4 △0.01 － 9.0 － △9.0 

３月末 10,525    0.2 △0.02 － 1.8 － △1.7 

４月末 10,485    △0.2 △0.03 － 1.5 － △1.7 

５月末 10,449    △0.5 △0.04 － 1.3 － △1.7 

６月末 10,485    △0.2 △0.05 － － － － 

(償還時) (償還価額)       

2019年７月５日 10,483.73 △0.2 △0.05 － － － － 
 
＊騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記

載しております。 

＊株式先物比率、債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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野村ファンドラップ オルタナティブ グローバル・アセット・モデル

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2019年１月21日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）ベンチマークは、日本円１ヵ月LIBOR（London Inter-Bank Offered Rate）ですが、基準価額と併記する形でのグラフ掲載はしておりません。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

＜株式、債券部分はプラスに寄与、為替部分はマイナスに影響＞ 

（株式／＋） 売り建てていたスイス株はマイナスに影響しましたが、買い建てていた香港株、

豪州株、ドイツ株、米国株はプラスに寄与しました。 

（債券／＋） 売り建てていたカナダ債、米国債はマイナスに影響しましたが、買い建てていた

豪州債、英国債はプラスに寄与しました。 

（為替／－） 売り建てていた英ポンド、カナダ・ドルはプラスに寄与しましたが、買い建てて

いたニュージーランド・ドルはマイナスに影響しました。 
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野村ファンドラップ オルタナティブ グローバル・アセット・モデル

○投資環境 

・市場概況 

株式市場では、１月、香港株は中国人民銀行（中央銀行）が預金準備率引き下げを発表した
ことや米中貿易協議の進展などを背景に上昇しました。２月、香港株はトランプ米大統領が中
国製品に対する関税引き上げの延期を表明したことなどを背景に上昇しました。３月、米国株
は米中の閣僚が通商協議に関する会談を実施したとの報道から通商問題解決への期待が高
まったことから上昇しました。４月、ドイツ株は中国の３月景況感指標が強い回復を見せたこ
とから世界景気減速懸念が後退したことや、２月の独鉱工業生産指数が市場予想を上回ったこ
となどを背景に上昇しました。５月、香港株はトランプ米大統領が中国製品に対する関税の引
き上げを表明したことや、中国の通信機器大手企業に対する米国の輸出規制措置の発表などを
受け、米中貿易摩擦激化への警戒感が高まったことを背景に下落しました。６月、米国株は対
メキシコ関税発動が見送られたことや、FOMC（米連邦公開市場委員会）の声明をうけて早期
利下げ観測が高まったことなどを背景に上昇しました。 

 
債券市場では、１月、ドイツ債はECB（欧州中央銀行）のドラギ総裁がユーロ圏の経済成長

見通しに懸念を示したことや、１月の独CPI（消費者物価指数）速報値が前年比で市場予想を
下回ったことなどを背景に上昇しました。２月、豪州債はRBA（豪州準備銀行）総裁が金融政
策決定会合において失業率やインフレ動向次第では利下げもあり得るとの発言をしたことな
どを背景に上昇しました。３月、英国債はメイ首相がEU（欧州連合）離脱の延期を要請したこ
とが明らかになったことや、EU離脱協定案の議会採決に向けて支持が得られていないとの発
言をしたことを背景に上昇しました。４月、英国債はEU首脳会議において英国のEU離脱期限
が条件付で10月31日に再延期することが決定され、「合意なき離脱」の懸念が低下したことな
どを背景に下落しました。５月、米国債は５月のサービス業PMI（購買担当者景気指数）が市
場予想を下回ったことや、米中貿易摩擦の長期化、世界景気減速懸念の高まりを背景に上昇し
ました。６月、豪州債はRBAが約３年ぶりの利下げを決定したことや、５月の企業景況感指数
が前月比で低下したことを背景に上昇しました。 

 
為替市場では、１月、ニュージーランド・ドルは2018年12月の製造業PMIが前回値を上回っ

たことや、2018年10-12月期のCPIが市場予想を上回ったことなどを背景に対円で上昇しまし
た。２月、英ポンドはメイ首相がEU離脱期日の延期を容認する考えを示唆したことで「合意な
き離脱」が回避されるとの観測から対円で上昇しました。３月、ユーロはECBが欧州の経済見
通しを引き下げて年内の利上げを断念したことや、世界景気の減速懸念が高まったことなどを
背景に対円で下落しました。４月、米ドルは３月の米経済指標の改善や良好な米企業決算を背
景に対円で上昇しました。５月、ニュージーランド・ドルは中央銀行による２年半ぶりの利下
げが実施されたことや、今後更なる利下げの可能性が示唆されたこと、また４月の貿易収支が
市場予想を下回ったことなどを背景に対円で下落しました。６月、ニュージーランド・ドルは
１-３月期の実質GDP（国内総生産）成長率が前年比で市場予想を上回ったことなどを背景に
対円で上昇しました。 
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野村ファンドラップ オルタナティブ グローバル・アセット・モデル

○当ファンドのポートフォリオ 

［野村ファンドラップ オルタナティブ グローバル・アセット・モデル］ 

主要投資対象である［グローバル・アセット・モデル・ファンド マザーファンド］を概ね

60％程度組み入れました。 

繰上げ償還の方針決定後、［グローバル・アセット・モデル・ファンド マザーファンド］の

売却を実施し、現金化しました。 

 

［グローバル・アセット・モデル・ファンド マザーファンド］ 

・期中の主な動き 

【株式】 イタリア株はボラティリティ（価格変動性）の観点から魅力度が上昇、売り建てから

買い建てに変更しました。一方、フランス株はボラティリティの観点から魅力度が低

下、買い建てから売り建てに変更しました。 

【債券】 豪州債は相対的な長短金利差の観点から魅力度が上昇、さらに買い建てしました。一

方、ドイツ債は相対的な長短金利差の観点から魅力度が低下、買い建てから売り建て

に変更しました。 

【為替】 豪ドルは株式市場への資金流入期待から魅力度が上昇、一部買い戻ししました。一方、

カナダ・ドルは通貨のボラティリティの観点から魅力度が低下、さらに売り建てしま

した。 
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野村ファンドラップ オルタナティブ グローバル・アセット・モデル
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野村ファンドラップ オルタナティブ グローバル・アセット・モデル

○当ファンドのベンチマークとの差異 

＊ベンチマーク対比では0.13ポイントのマイナス 

基準価額の騰落率は－0.18％となり、ベンチ

マークである日本円１ヵ月LIBORの－0.05％を

0.13ポイント下回りました。 

 

【主な差異要因】 

株式部分、債券部分はプラスに寄与しました

が、為替部分はマイナスに影響しました。 

株式部分では、売り建てていたスイス株はマ

イナスに影響しましたが、買い建てていた香港

株、豪州株、ドイツ株、米国株はプラスに寄与

しました。債券部分では、売り建てていたカナ

ダ債、米国債はマイナスに影響しましたが、買

い建てていた豪州債、英国債はプラスに寄与し

ました。為替部分では、売り建てていた英ポン

ド、カナダ・ドルはプラスに寄与しましたが、

買い建てていたニュージーランド・ドルはマイナスに影響しました。 

 

 

◎分配金 

償還のため分配は行いませんでした。 
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野村ファンドラップ オルタナティブ グローバル・アセット・モデル

◎設定来の運用経過 

 
 

○基準価額の推移 

基準価額は、設定時の10,000円が償還時10,483.73円となりました。設定来お支払した分配金

は１万口当たり1,300円となりました。 

 

第１期（2006年10月４日～2007年１月22日） 

基準価額の騰落率は＋0.75％となり、ベンチマークである日本円１ヵ月LIBORの＋0.13％を

0.62ポイント上回りました。 

第２期（2007年１月23日～2007年７月20日） 

基準価額の騰落率は＋0.19％となり、ベンチマークである日本円１ヵ月LIBORの＋0.30％を

0.11ポイント下回りました。 

第３期（2007年７月21日～2008年１月21日） 

基準価額の騰落率は－0.43％となり、ベンチマークである日本円１ヵ月LIBORの＋0.39％を

0.82ポイント下回りました。 

第４期（2008年１月22日～2008年７月22日） 

基準価額の騰落率は－0.32％となり、ベンチマークである日本円１ヵ月LIBORの＋0.37％を

0.69ポイント下回りました。 

第５期（2008年７月23日～2009年１月20日） 

基準価額の騰落率は＋6.82％となり、ベンチマークである日本円１ヵ月LIBORの＋0.40％を

6.42ポイント上回りました。 

第６期（2009年１月21日～2009年７月21日） 

基準価額の騰落率は＋1.21％となり、ベンチマークである日本円１ヵ月LIBORの＋0.19％を

1.02ポイント上回りました。  
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野村ファンドラップ オルタナティブ グローバル・アセット・モデル

第７期（2009年７月22日～2010年１月20日） 

基準価額の騰落率は＋2.97％となり、ベンチマークである日本円１ヵ月LIBORの＋0.09％を

2.88ポイント上回りました。 

第８期（2010年１月21日～2010年７月20日） 

基準価額の騰落率は＋1.43％となり、ベンチマークである日本円１ヵ月LIBORの＋0.08％を

1.35ポイント上回りました。 

第９期（2010年７月21日～2011年１月20日） 

基準価額の騰落率は－0.68％となり、ベンチマークである日本円１ヵ月LIBORの＋0.07％を

0.75ポイント下回りました。 

第10期（2011年１月21日～2011年７月20日） 

基準価額の騰落率は－4.02％となり、ベンチマークである日本円１ヵ月LIBORの＋0.07％を

4.09ポイント下回りました。 

第11期（2011年７月21日～2012年１月20日） 

基準価額の騰落率は－1.24％となり、ベンチマークである日本円１ヵ月LIBORの＋0.07％を

1.31ポイント下回りました。 

第12期（2012年１月21日～2012年７月20日） 

基準価額の騰落率は－0.81％となり、ベンチマークである日本円１ヵ月LIBORの＋0.07％を

0.88ポイント下回りました。 

第13期（2012年７月21日～2013年１月21日） 

基準価額の騰落率は＋3.92％となり、ベンチマークである日本円１ヵ月LIBORの＋0.07％を

3.85ポイント上回りました。 

第14期（2013年１月22日～2013年７月22日） 

基準価額の騰落率は＋5.54％となり、ベンチマークである日本円１ヵ月LIBORの＋0.06％を

5.48ポイント上回りました。 

第15期（2013年７月23日～2014年１月20日） 

基準価額の騰落率は－1.06％となり、ベンチマークである日本円１ヵ月LIBORの＋0.06％を

1.12ポイント下回りました。 

第16期（2014年１月21日～2014年７月22日） 

基準価額の騰落率は－0.30％となり、ベンチマークである日本円１ヵ月LIBORの＋0.05％を

0.35ポイント下回りました。 

第17期（2014年７月23日～2015年１月20日） 

基準価額の騰落率は－0.94％となり、ベンチマークである日本円１ヵ月LIBORの＋0.05％を

0.99ポイント下回りました。 

第18期（2015年１月21日～2015年７月21日） 

基準価額の騰落率は＋2.11％となり、ベンチマークである日本円１ヵ月LIBORの＋0.03％を

2.08ポイント上回りました。 
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第19期（2015年７月22日～2016年１月20日） 

基準価額の騰落率は－0.50％となり、ベンチマークである日本円１ヵ月LIBORの＋0.02％を

0.52ポイント下回りました。 

第20期（2016年１月21日～2016年７月20日） 

基準価額の騰落率は－1.67％となり、ベンチマークである日本円１ヵ月LIBORの－0.02％を

1.65ポイント下回りました。 

第21期（2016年７月21日～2017年１月20日） 

基準価額の騰落率は＋0.94％となり、ベンチマークである日本円１ヵ月LIBORの－0.03％を

0.97ポイント上回りました。 

第22期（2017年１月21日～2017年７月20日） 

基準価額の騰落率は＋0.39％となり、ベンチマークである日本円１ヵ月LIBORの－0.01％を

0.40ポイント上回りました。 

第23期（2017年７月21日～2018年１月22日） 

基準価額の騰落率は＋0.58％となり、ベンチマークである日本円１ヵ月LIBORの－0.02％を

0.60ポイント上回りました。 

第24期（2018年１月23日～2018年７月20日） 

基準価額の騰落率は－0.76％となり、ベンチマークである日本円１ヵ月LIBORの－0.03％を

0.73ポイント下回りました。 

第25期（2018年７月21日～2019年１月21日） 

基準価額の騰落率は＋3.74％となり、ベンチマークである日本円１ヵ月LIBORの－0.05％を

3.79ポイント上回りました。 

第26期（2019年１月22日～2019年７月５日） 

基準価額の騰落率は－0.18％となり、ベンチマークである日本円１ヵ月LIBORの－0.05％を

0.13ポイント下回りました。 
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○ベンチマークとの差異 

設定来では、基準価額の騰落率は18.5％となり、ベンチマークの2.4％を16.1ポイント上回り

ました。設定来の基準価額とベンチマークの対比は、以下のようになりました。 
＊基準価額の騰落率は、分配金（税込み）を再投資して算出しております。 

 

 
 

当ファンドは、2019年７月５日をもちまして繰上償還となりました。 

ご愛顧いただき、厚く御礼申し上げます。 
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○１万口当たりの費用明細 (2019年１月22日～2019年７月５日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 （ 基 本 報 酬 ） 31  0.293  (a)信託報酬（基本報酬）＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (26)  (0.244)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） ( 3)  (0.024)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） ( 3)  (0.024)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 信 託 報 酬 （ 成 功 報 酬 ） －   －   (b)信託報酬（成功報酬）は、基本報酬額に加えて、委託会社が受領するハイ・
ウォーターマーク方式による成功報酬額で、一定時点毎の基準価額が過去の
一定時点における最高値を更新している場合に受領する仕組みになっています。 

（c） 売 買 委 託 手 数 料 1   0.009   (c)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） ( 1)  (0.009)   

（d） そ の 他 費 用 2   0.022   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 1)  (0.009)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 1)  (0.012)  信託事務の処理に要するその他の諸費用 

 合 計 34   0.324    

期中の平均基準価額は、10,507円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するもの

を含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 
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○売買及び取引の状況 (2019年１月22日～2019年７月５日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
グローバル・アセット・モデル・ファンド マザーファンド － － 499 758 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2019年１月22日～2019年７月５日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2019年７月５日現在) 

 

 2019年７月５日現在、有価証券等の組入れはございません。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 

口 数 

 千口 

グローバル・アセット・モデル・ファンド マザーファンド 499 
 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○投資信託財産の構成 (2019年７月５日現在) 

項 目 
償 還 時 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

コール・ローン等、その他 1,052 100.0 

投資信託財産総額 1,052 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

 

 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 



品 名：90001_140378_026_05_野村ファンドラップ オルタナティブ グローバル・アセット・モデル_781465.docx 

日 時：2019/8/30 10:38:00 

ページ：14 

 

－ 14 － 

野村ファンドラップ オルタナティブ グローバル・アセット・モデル

○資産、負債、元本及び償還価額の状況 （2019年７月５日現在) 

項 目 償 還 時 

  円 

(A) 資産 1,052,024   

 コール・ローン等 1,052,024   

(B) 負債 3,651   

 未払信託報酬 3,534   

 未払利息 6   

 その他未払費用 111   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,048,373   

 元本 1,000,000   

 償還差益金 48,373   

(D) 受益権総口数 1,000,000口 

 １万口当たり償還価額(Ｃ／Ｄ) 10,483円73銭 
 

（注）期首元本額は1,206,279円、期中追加設定元本額は1,253円、期中

一部解約元本額は207,532円、１口当たり純資産額は1.048373円

です。 
 

○損益の状況 (2019年１月22日～2019年７月５日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △    77   

 支払利息 △    77   

(B) 有価証券売買損益 1,591   

 売買益 1,386   

 売買損 205   

(C) 信託報酬等 △ 3,645   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △ 2,131   

(E) 前期繰越損益金 17,421   

(F) 追加信託差損益金 33,083   

 (配当等相当額) (  61,284)  

 (売買損益相当額) (△28,201)  

 償還差益金(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 48,373   
 
＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 
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○投資信託財産運用総括表 
 

信 託 期 間 
投資信託契約締結日 2006年10月４日 投資信託契約終了時の状況 

投資信託契約終了日 2019年７月５日 資 産 総 額 1,052,024円 

区   分 投資信託契約締結当初 投資信託契約終了時 差引増減または追加信託 
負 債 総 額 3,651円 

純 資 産 総 額 1,048,373円 

受益権口数 1,000,000口 1,000,000口 －口 受 益 権 口 数 1,000,000口 

元 本 額 1,000,000円 1,000,000円 －円 １万口当たり償還金 10,483円73銭 

最近10年の状況 

計 算 期 元 本 額 純資産総額 基準価額 
１万口当たり分配金 

金   額 分 配 率 

第６期 4,568,063,422円 4,846,647,726円 10,610円 120円 1.2％ 

第７期 4,818,081,787   5,196,293,672   10,785   140   1.4   

第８期 4,496,448,835   4,846,676,255   10,779   160   1.6   

第９期 3,994,361,718   4,236,276,883   10,606   100   1.0   

第10期 3,886,201,093   3,952,333,440   10,170   10   0.1   

第11期 3,900,624,018   3,917,935,926   10,044   0   0.0   

第12期 3,125,207,726   3,113,599,196   9,963   0   0.0   

第13期 2,451,086,823   2,528,151,244   10,314   40   0.4   

第14期 2,867,820,906   3,075,653,082   10,725   160   1.6   

第15期 3,928,089,595   4,128,836,592   10,511   100   1.0   

第16期 6,912,963,984   7,202,927,512   10,419   60   0.6   

第17期 18,953,920,737   19,524,535,443   10,301   20   0.2   

第18期 33,553,582,505   35,021,947,007   10,438   80   0.8   

第19期 40,706,500,509   42,114,324,966   10,346   40   0.4   

第20期 42,646,087,178   43,340,198,017   10,163   10   0.1   

第21期 43,062,448,471   44,091,273,162   10,239   20   0.2   

第22期 34,207,894,791   35,093,914,035   10,259   20   0.2   

第23期 18,011,874,043   18,551,089,188   10,299   20   0.2   

第24期 734,929,706   749,737,132   10,201   20   0.2   

第25期 1,206,279   1,266,950   10,503   80   0.8   
 
 
 

○償還金のお知らせ  

１万口当たり償還金（税込み） 10,483円73銭 
 
 
 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 
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